
門の話題長

15

　

３
月
14
日
（月）
、
消
防
本
部
か
ら

消
防
救
急
隊
3
名
が
、
高
規
格
救

急
車
に
防
寒
具
や
食
料
を
積
み
、

東
北
関
東
大
震
災
の
被
災
地
へ
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。
現
地
で
10

日
間
程
度
救
命
活
動
に
あ
た
り
ま

し
た
。 
ま
た
、
３
月
15
日
（火）
、
東

北
関
東
大
震
災
の
被
災
地
で
避
難

所
な
ど
へ
の
給
水
活
動
を
行
う
た

め
、
市
役
所
水
道
課
か
ら
2
名
、

一
般
職
員
２
名
の
支
援
隊
が
被
災

地
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
派
遣
先
の
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
が
危
険
な
状
態
に
な
っ

た
た
め
一
時
待
機
し
、
翌
日
の
16

日
（水）
に
目
的
地
を
変
更
し
再
出
発

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
給
水
活
動

の
他
に
、
市
が
備
蓄
し
て
い
た
簡

易
ト
イ
レ
、
毛
布
、
保
存
食
料
な

ど
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

東
北
関
東
大
震
災

被
災
地
支
援
に
出
動
し
ま
す
！

被
災
者
支
援
長
門
市
市
民
会
議
発
足

市
民
総
力
で
被
災
地
支
援
へ

　

３
月
22
日
（火）
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
係
る
被
災
者
支
援
長

門
市
市
民
会
議
が
長
門
市
物
産
観

光
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
市
内

105
団
体
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
北
関
東
大
震
災
の
被

災
地
と
被
災
者
を
応
援
し
、
早
期

の
復
旧
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
冒
頭
、
南
野
市
長
が
、

「
長
門
市
民
の
総
力
を
結
集
し
て

義
援
金
や
支
援
物
資
を
被
災
地
の

み
な
さ
ん
に
い
ち
早
く
届
け
た

い
。皆
さ
ま
の
特
段
の
ご
協
力
を
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
今
後

の
活
動
と
し
て
は
、
募
金
活
動
と

救
援
物
資
の
受
付
搬
送
、
被
災
者

の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲南野市長が被災地へ向かう消防救急隊員を激励

▼水道課職員らの出発式

第
３
回
Ｙ
Ｙ
い
が
み
ま
つ
り

地
域
を
元
気
に
！
災
害
募
金
も

　

３
月
13
日
（日）
、「
Ｙ
Ｙ
い
が
み

ま
つ
り
」
が
油
谷
・
伊
上
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
伊
上
地
区

の
住
民
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会

「
Ｙ
Ｙ
い
が
み
」
が
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。
伊
上
公
民
館
の

前
の
広
場
で
は
、
干
物
や
野
菜
、

焼
き
鳥
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ぜ
ん

ざ
い
な
ど
各
種
バ
ザ
ー
が
開
か

れ
、
公
民
館
の
中
で
は
写
真
や
絵

画
、
習
字
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、「
Ｙ

Ｙ
い
が
み
鍋
」
200
食
分
が
無
料
で

ふ
る
ま
わ
れ
る
な
ど
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
内
に

は
東
北
関
東
大
震
災
へ
の
募
金
箱

が
設
置
さ
れ
、
集
ま
っ
た
義
援
金

６
万
７
千
１
円
が
後
日
市
役
所
へ

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

▲会場のようす

▼ＹＹいがみ鍋の無料配布

（社）
長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
設
立

長
門
の
観
光
力
を
結
集
し
よ
う
！

　

３
月
３
日
（木）
、
社
団
法
人
長
門

市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の

設
立
総
会
が
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

で
行
っ
て
い
る
観
光
事
業
や
活
動

を
一
元
化
し
、
観
光
振
興
の
中
核

的
組
織
と
し
て
現
在
の
観
光
協
会

を
発
展
的
に
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

総
会
の
後
に
開
か
れ
た
懇
親
会

で
は
、
南
野
市
長
が
、「
長
門
の

魅
力
の
創
出
や
情
報
発
信
に
取
り

組
む
体
制
が
整
う
こ
と
に
大
き
く

期
待
し
て
い
ま
す
。
観
光
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
ご
尽

力
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

み
す
み
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
ひ
と
つ

　

２
月
20
日
（日）
、
三
隅
保
健
セ
ン

タ
ー
で
み
す
み
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
設
立
記
念
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。
同
会
は
「
あ
な
た
に
で

き
る
こ
と
ひ
と
つ
」を
合
言
葉
に
、

地
域
住
民
が
地
域
福
祉
を
推
進

し
、
楽
し
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
こ
と
を
目
的
に
新
た
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
辻
野
達
也
会
長
は
、「
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
、
こ
の
協
議
会
が
地
域
づ

く
り
の
一
翼
を
担
う
組
織
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
今
後
、同
会
で
は
、

広
報
紙
の
発
行
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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海
上
交
通
安
全
祈
願
祭

航
海
と
乗
客
の
安
全
を
祈
願

　

２
月
27
日
（日）
、
海
上
交
通
安
全

祈
願
祭
が
青
海
島
観
光
汽
船
乗
り

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祈
願

祭
は
、
観
光
船
の
１
年
間
の
航
海

と
乗
客
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の

で
、
祈
願
式
に
は
関
係
者
ら
約
20

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
の
後
、

観
光
船
に
よ
る
花
津
浦
ま
で
の
海

上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
17
回
青
海
島
健
康
マ
ラ
ソ
ン

楽
し
く
走
っ
て
健
康
づ
く
り

　

２
月
27
日
（日）
、
旧
青
海
島
小
学

校
周
辺
で
、
第
17
回
青
海
島
健
康

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
や
一
般
の
部
の
ほ
か
、
自

分
が
設
定
し
た
時
間
に
近
く
走
る

こ
と
を
競
う
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

の
部
」、
ペ
ア
で
走
っ
た
タ
イ
ム

を
競
う
「
ペ
ア
の
部
」
な
ど
12
部

門
に
206
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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３
月
14
日
（月）
、
長
門
市
消
防
本

部
は
、
初
期
消
火
に
協
力
し
た
と

し
て
大
中
文
雄
さ
ん
、
渡
邉
サ
チ

子
さ
ん
、
吉
元
英
幸
（
工
事
現
場

代
表
者
）
さ
ん
の
３
名
を
表
彰
、

市
役
所
で
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
中
さ
ん
は
１
月
27
日
（木）
、
日

置
大
内
山
上
の
自
宅
近
く
で
農
作

業
中
に
建
物
火
災
を
発
見
し
、
消

火
栓
器
具
庫
か
ら
ホ
ー
ス
３
本
を

延
長
し
て
消
火
。
吉
元
さ
ん
は
１

月
28
日
（金）
、
工
事
関
係
者
７
名
と

俵
山
湯
町
で
民
家
の
火
災
を
発
見

し
、
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で

初
期
消
火
に
成
功
。渡
辺
さ
ん
は
、

そ
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
加
わ
り
、

消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

初
期
消
火
協
力
に
感
謝
状

初
期
消
火
で
被
害
最
小
限
に

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
狂
言
教
室

古
典
芸
能
を
身
近
に
感
じ
て

　

２
月
25
日
（金）
、
開
館
10
周
年
記

念
狂
言
教
室
が
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

26
日
の
「
万
作
・
萬
斎
狂
言
公
演
」

に
先
立
ち
、
狂
言
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の

で
、
市
内
の
４
つ
の
小
学
校
の

５
・
６
年
生
と
市
民
な
ど
約
230
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

解
説
と
指
導
を
し
た
の
は
、
狂

言
界
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
月
崎

晴
夫
さ
ん
。
舞
台
に
上
が
っ
た
８

人
の
市
民
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も

狂
言
の
し
ぐ
さ
や
声
の
出
し
方
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。
会
場
の
小
学

生
た
ち
も
、「
笑
う
」
練
習
に
参

加
し
、
日
頃
な
じ
み
の
な
い
古
典

芸
能
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
（日）
、
仙
崎
の
遍
照
寺

で
「
み
す
ゞ
墓
前
祭
」
が
行
わ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
金
子
み
す
ゞ
愛
好

者
約
120
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
金
子
み
す
ゞ

顕
彰
会
」
が
主
催
で
、
み
す
ゞ
さ

ん
の
命
日
で
あ
る
３
月
10
日
の
、

前
の
日
曜
日
に
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

墓
前
祭
で
は
、
倉
本
住
職
に
よ

る
お
経
が
上
げ
ら
れ
る
中
、
参
列

者
が
順
番
に
焼
香
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
み
す
ゞ
少
年
少
女

合
唱
団
に
よ
る
「
大
漁
」
な
ど
の

合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
み
す
ゞ
さ
ん
の
お
墓
の
前
で

読
経
が
上
げ
ら
れ
、
全
員
で
手
を

合
わ
せ
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

み
す
ゞ
墓
前
祭
に
約
120
人
が
参
列

空
の
み
す
ゞ
さ
ん
へ
祈
り

介
護
予
防
市
民
公
開
講
座

思
い
を
く
み
取
る
こ
と
か
ら

　

３
月
12
日
（土）
、
介
護
予
防
市
民

公
開
講
座
「
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
」
講
演
会
が
、
長
門
市
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者

と
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
南
野

市
長
は
、「
本
市
の
高
齢
化
率
は
、

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
一
助
に

な
れ
ば
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
岡
山
県
支
部
代
表  

妻
井

令
三
さ
ん
が
、
自
ら
の
経
験
を
も

と
に
、「
認
知
症
と
真
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
認
知
症
の
人
や
家
族

の
思
い
を
く
み
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

通
小
学
校
で
「
通
鯨
唄
」
引
継
ぎ
式

し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
ま
す
！

　

３
月
３
日
（木）
、
通
小
学
校
で
通

地
区
の
伝
統
芸
能
「
通
鯨
唄
」
の

引
継
ぎ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
式
は
卒
業
す
る
６
年
生
８
人
か

ら
下
級
生
に
通
鯨
唄
の
法は
っ
ぴ被
や
太

鼓
の
ば
ち
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、

卒
業
を
控
え
た
こ
の
時
期
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、全
校
児
童
32
人
が
「
祝

え
目
出
度
」、「
朝
の
目
覚
め
」
を

披
露
。
歌
い
終
え
る
と
、
６
年
生

の
山
近
尚
史
君
が
５
年
生
の
内
山

夢
実
さ
ん
に
法
被
を
手
渡
し
ま
し

た
。
受
け
取
っ
た
内
山
さ
ん
は
、

「
大
切
な
伝
統
を
し
っ
か
り
引
き

継
げ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
最
後
に
６
年
生

が
見
守
る
中
、
５
年
生
以
下
の
在

校
生
全
員
で
「
朝
の
目
覚
め
」
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
ま
し
た
。

▲鯨唄を歌う全校児童
▼法被の引き継ぎ

▼左から大中さん、渡辺さん、吉元さん


